


















































































































































結局現在の温泉そのものを保護する御規定のようでございますが、それにつきましてこの法案の目的は、結局この温泉 利用の適正化 図るのだ、公共 福祉の増進に寄與するのだ、こういう御趣旨のようでございます。もとより温泉を保護するそのことが目的ではないので、その保護したる温泉によつてそ 利用の適正化を図り、公共の福祉 増進に寄與しよう、こうい のであり 。つきましてはこの法案 中にその温泉の利用の適正化をお図りになるという面が 私 には十分に取入れられない。公共の福祉の増強に寄與されてあるということが、こ 法案のどこに強めてあるのかと う点が実は取りにくい。強 て申しますると、その利用の適正化を図るためにいろいろ協議会でござ ますか、温泉の審議会というようなものが置かれてあるという程度のように見受けられるのであります。政府はここに 法というものを新
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最も重要な諸点でございま 、私共も御意見に対して全 同感 存ずるところでござい 。先ずこ法律案のやり方では、單に既得権の保護と うこと なつ まう虞れはないか 御質疑のよ ご





















きましても古くから 問題でござ ます。新憲法と共になくなりました地方命令におきましては、主として警察命令的な規定がなされ おるに過ぎないのでありまして、取締に偏しておる 状況であつたのでございます。この法律案におきましては、第十四條におき 「厚生大臣は、温泉の公共的利用増進のため、施設の整備及び環境の改善に必要 地域 指定するこ が きる。 」第十五條「厚生大臣又は都道府縣知事は、前條の規定により指定する地域内にお 温泉の公共的利用増進 め特に必要があると認めるときは、省令の定めるところ より、温泉 施設の管理者に対 温泉利用施設又はその管理方法の改善に関し必要な指示をする とがで る。 」こういう規定がござ まして、單に取締ということでなく、温泉 國民生活に向つ 與える積極面につきましても、かような規定をいたしておるのでございまして、即ち 審議会に掛けましてこれら 温泉郷とも称すベきも を設定する。そう その温泉郷内におきましては、公共的利用増進 た に特に必要があ と認め し き ましては 或いは治療、病院、プール・ハウスと申 ますか、それからホテル、旅館、公衆浴場等を建設する。又そ 管理
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は、私共も御同感に存ずるのでありまするが、ただ地方自治の精神等 考えまする いうと、や り地方にもこれら 審議会を必要とするのではないか。殊に温泉 つきましては、御存じのように、地方的な事情、地方的な慣習というようなものも相当にございまするので、特 地方 も置きたいと考えておるよう
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議長は議事録又 速記録を作製し會義の議決及び出席 氏名 記載しなければならない。
第八條
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標記の件につき昨年七月三日都第三九八号を以て関係者協議のうえ円満なる解決を計るよう御示達の次第もありましたので爾来道後温泉としては慎重数次に渉り接衝妥協に努めて居る内図らずも相当日時を経過するの止むなきに至りましたが、結局申請者に於ては飽くまでも掘鑿の初志を翻す 到らず遂に円満なる解決を見るに至らない事となりました。道後温泉としては、掘鑿地域が従来専門家の調査 於ても又一昨年来の震災時に際して そ 地下関係に於て密接なる関係のあることを確認せる実状よりして源泉保護の見地 り第三者の掘鑿は将来必ず複雑なる関係を生ずる恐れのあ ものと認めます。本件御処理について何卒右事情御諒察 上特段の御配慮賜りたく茲に協議の経過御報告旁々 開陳申上げます。
図五
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開発の計画を以て松山市道後湯之町水口義誉氏外数氏がボーリング施工中の事実が在るのであるが、當方の湯之元温泉と右計画の湧ヶ渕とは同泉脈であって、新温泉を掘さくした場合、湯之元温 に対し影響 あるべきことは素人の常識としても考へられ湧ヶ渕に新 を掘さくしたために湯之元温泉が止まったり或いは湧出量が減少したり温度が低下する事が出来致しましたる場合、當局と致しましては、非常 迷惑を蒙りますので 湧ヶ渕に新 を掘さくすることは全逓信従業員の保健維持の観点からも絶対に賛同致し兼ねる次第であ ます で 予てより右水口義譽氏等に対しては相当申入中なのでありますが、今回法律第百二十五號を以て
法制定公布せられ改めて温泉の保護せられるに至りました機会に同法に基き充分の保護の加へられます様本申請に及ぶ次第であります。就いては右水口氏の堀さくに対し此の際中止せしめらるる様御善處相成ると共に右水口氏等より同法第二十九條による申請のありました際は当方 保護のため該申請に対し不許可の處分相成り又同條第二項により原状回復を命ぜられんことを申請致します。 図七―二
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者立会の下で現地調査をし、水素イオン濃度、塩素イオン、硫酸イオン含有量、湧出量の消長、泉温等の定期検査を八月から二ヶ月間、湧ヶ渕湧泉とこ と深い関係にあると思われる湯元温泉 旧湯元自湧泉および道後温泉第三源泉について十〇から十五日毎に現地に出張し測定するこ が決定された。
定期検査の結果、地質学的、化学的両見地から湧ヶ渕温泉、湯之元温泉並びに道後温泉の各温泉源に相互の

























































































理論的に申せば種々と疑問も出てくるので、こヽで この辺から出発することにする。さ このような場合、上昇岩漿水 通路は根本は同一であっても地表に近づくに従ひあちら ちらに分散 漸く地表に達するものは少いであろう。
道後温泉などは好條件に恵まれてゐたと見るべきであろう。同じ道後温泉でも第一源泉は別 して




























































































































































量は湧ヶ渕、湯元共に一一～一三ミリグラム、これに対し道後は半量の六ミリグラムに過ぎない。これは明らかに少なくとも相当 深さまでは泉源を異にしてゐることを示すものであって、つまり、お互ひに何等 関係も いことを示すものである かの南海大地震の際に於ける道後温泉 湧出停止と湯元温泉の湧出増加の現象は更 〳〵深い部分の関係によるもので人爲的原因によってこのような現象を具現せしめることは不可能の事と思はれる。
單なる地下水の流入による岩漿水の希薄作用の濃淡があるかどうか 問題も二種のイオン量測定に
よって明らかにすることが出来る。但し の場合、裂罅を流下する であるから地質の影響を蒙るとが多いが、岩盤は同様 花崗岩であり風化の度も些した差は認められないから、條件は同じと見て差支へないであろう。
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モニタリングの必要性 審議会で取り上げられたように思われる。地域の間で温泉資源が有限であるとの共通認識がなければ、温泉資源の保護を考えず モニタリング 必要性も示すこ はないであろう、というこ を道後の人びとが教えてくれているように思われるのであ
ただ、本件において掘削許否の判断にあたって定期的測定ができたのは、本件の特殊事情によるところが




測定が可能であったにもかかわらずそれをせずに許可処分をしたのとは異なり 当時の愛媛県温 審議会が定期的 を実施し モニタリングの必要性を説 たのは、温泉資源を大切にするという気風が道後には古くから伝統としてあり、この古き良き伝統を審議会は踏襲したからであろ 、と思われ のである。
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後温泉」編集委員会（代表・景浦勉） 『道後温泉（増補版） 』 （松山市観光協会、一九八二年） 、 「特集・道後温泉に学ぶ」前掲・注（
1）温泉八四巻二号（通巻八六九号）が参考になる。
